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授与年月日 平成 3年 3月31日 | 行った。核小体の大きさは2.0μm以上を大，それより
主論文 Evaluationof Prognosis for Borrmann 以下を小とした。
IV Gastric Cancer 結果
-In Terms of DNA Analysis and DNA ploidy patternは diploid(以下 D) 9例
Nucleolus Numberー (22.5%)， aneuploid (以下A)31例 (77.5%)であっ
論文内容の要旨 | た。年令はDが54.4士11.5，Aが59.4:t12.6で，性別
緒言 | では男性21例，女性19例で，男性にAが多く，女性に
近年，健診が普及するにつれて早期胃癌の手術例数 I Dが多かった。 Stageでは1IVとも Aが多かった。深
が増えてきているが，依然として Borrmann4型胃癌 | 達度は PS(一)2例とも Aであった。 PS(+)が38例で，
の比率は10%前後，しかもある時期急速に進行するた I Dが8例， Aが30例であった。
め早期発見が困難である。胃癌の成績をさらによりよ | 組織型では高分化型が9例で， Dが 1例， Aが8例で
く飛躍させるには， Borrmann4型の進行胃癌にならな | あった。低分化型は31例で， Dが 8例， A23例であっ
い早期の時期に発見することが課題である。本研究は， I た。 INFでは αはなく， βが 9例， D 1例， A8例で，
Borrmann4型胃癌の生物学的特'性を調べるため，癌の | γが31例， Dが 8例， Aが23例であった。リンパ管侵襲
核 DNA量を測定し，J3.つ又癌細胞の核小体の大きさ | では， ly(ー)は 5例， DのみでAは認めなかった。 ly
と数とを計測して臨床病理学的因子及び予後との関係 I (+)は35例， Dが 4例， Aが31例であった。 ly(一)と ly
を解析し，その臨床的意義について検討した。 I(+)との聞にAでは有意差を示した。 (P<0.01).静
対象及び方法 | 脈侵襲では， V(一)が15例， Dが 7例， Aが 8例であっ
対象は1983年から1987年までに長崎大学第 I外科で | た。 V(+)は25例， Dが 2例， Aが23例であった。 A
手術した Borrmann4型胃癌40症例である。方法は， I ではV(一)と V(+)との聞に有意差を認めた。 (P<
ホルマリン園定ノfラフィン包理ブロックから50μm切 I 0.01). 
片3---4枚切り出し，キシレンにて脱パラを各々 1時間 | リンパ節転移では， n (ー)が 3例， Dが 2例， Aが
2団施行後， 100， 95， 70， 50%エタノールでそれぞれ I 1例であった。 n(+)は37例， Dが 7例， Aが30例で
30分間，さらに 3次蒸留水で 1時間の再水和をおこ | あった。 non16例と n2n3I426例との間に有意差を認め
なった。その後，0.25%トリプシンクエン酸パップァー | た。 (P<0.05).肝転移では， H(一)が37例， Dが 8
で3rcの overnightincubationを行い， 50μmのナイ | 例， Aが29例であった。 H(+)が 3例， Dが 1例， A
ロンメッシュフィルターを通して裸核単離細胞を作成 | が 2例であった。腹膜播種では P(一)が18例， Dが 5
した。 PI染色はクエン酸パッファー中の細胞浮遊液 | 例， Aが13例であった。 P(+)は22例で， Dが 4例，
200μlにA液(Trypsin)1. 8mlを加え，室温にて10分間 I Aが18例明らかな有意差を認めなかった。
静置し，次にB液(Trypsininhibiter， RN ase A) L 5ml Intra -tumoral Heterogeneityでは38例中16例
を加え室温にて10分静置後，さらに C液 (Spermine I (42%)に認めた。 ly(一)と ly(+)の聞に差を認め， V
tetrahydrochr叫 idePropidium Iodide)を1.5ml加え I (-)と V(+)との聞に有意差を認めた。 (P<0.05) 
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予後と DNAploidy pattemとの関係は， Stage 11 
IVでは有意差が認められなかった。
癌細胞の核小体数と DNA ploidy pattemとの関係





















悪性腫 蕩 内 に お い ては一定でなく，多様性
(heterogeneity)が存在し，特に進行癌ではより多く認
められるため 1カ所だけの検索は不十分で2カ所以
上の検索が必要である。特に Iy(+)，V (+)で Diploid
の場合は，他部位でのさらなる検索が必要である。
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癌細胞の裸核単離細胞を作成し PI染色 (Trypsin A 
液， Trypsin inhibitor B液， Spermine Tetrahydro-











βより γに，脈管侵襲では ly(一)より Iy(+) (P < 
0.01)および V(一)より V(+)(P<O.01)に
aneuploidyの比率が高かった。またリンパ節転移では
nOnlよりも n2'"'-'n4 (P <0.05)にaneuploidyを示
す例が多かったが， P因子， H因子では差はなかった。
癌小体数と DNAploidyの関係では， aneuploidyの
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